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２２ 

第
３１
回
全
大
教
高
専
協
議
会
総
会
（
１
月
９
日
）

２２ 

全
国
書
記
Ｗ
ｅ
ｂ
交
流
会
（
１
月
１５
日
）

３３ 

論
壇 

「
野
辺
山
観
測
所
の
苦
境
を
描
く

                   

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
」

 　

国
立
天
文
台
チ
リ
観
測
所
技
術
職
員  

伊
藤 

哲
也

３３ 

職
場
の
Ｑ
＆
Ａ
㉛ 

代
償
措
置
に
つ
い
て
、
団
体
交

渉
で
ど
の
よ
う
に
求
め
れ
ば
よ
い
で
す
か
？

４４ 

単
組
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト

 

東
京
都
立
大
学

　

 

「
負
の
遺
産
解
消
ま
で
、
あ
と
一
歩
」

 

山
梨
大
学
「
大
学
の
理
念
を
問
い
、
職
場
に

納
得
と
充
実
を
」

 

島
根
大
学
「
ウ
ェ
ブ
教
研
集
会
開
催
な
ど
の

組
合
で
の
と
り
く
み
」

　

全
大
教
中
央
執
行
委
員
会
は
１
月
28
日
、
文
部
科
学
省

と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
会
見
を
行
い
、
２
０
２
０
年
度
第
３
次

補
正
予
算
案
お
よ
び
２
０
２
１
年
度
予
算
案
、
大
学
改
革

関
連
に
つ
い
て
質
疑
・
要
望
を
行
い
ま
し
た
。
全
大
教
か

ら
は
鳥
畑
委
員
長
ら
５
人
、
文
部
科
学
省
か
ら
は
国
立
大

学
法
人
支
援
課
な
ど
担
当
課
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
「
教
育
研
究
基
盤
設
備
の
整

備
」
の
な
か
で
感
染
症
対
策
へ

の
予
算
、「
国
立
大
学
経
営
改
革

促
進
事
業
」
の
な
か
で
新
型
コ

ロ
ナ
に
対
応
し
た
質
の
高
い
教

育
研
究
の
実
践
へ
の
予
算
が
計

上
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
に
む
け
た
教
育
の

先
導
的
取
組
を
支
援
す
る
「
デ

ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
大
学
・
高

専
教
育
高
度
化
プ
ラ
ン
」
が
計

上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い

る
修
学
支
援
制
度
に
つ
い
て

は
、
基
準
を
満
た
す
希
望
者
全

員
分
の
予
算
を
計
上
。
新
型
コ

ロ
ナ
に
よ
る
家
計
急
変
学
生
へ

の
授
業
料
等
減
免
に
つ
い
て

は
、
２
０
２
１
年
度
も
引
き
続

き
実
施
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
昨

年
支
給
さ
れ
た
「
学
生
支
援
緊

急
給
付
金
」
に
つ
い
て
は
、
申

請
が
あ
っ
た
も
の
は
す
べ
て
支

給
済
み
で
あ
り
、
手
続
き
ミ
ス

等
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
も
調

査
の
上
で
対
応
し
た
い
と
の
説
明

が
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
大
学
フ
ァ
ン
ド
」
に
つ
い
て

は
、
財
政
投
融
資
４
兆
円
と
２
０

２
０
年
度
第
３
次
補
正
予
算
５
千

億
円
が
計
上
さ
れ
、
今
後
、
民
間

資
金
や
大
学
か
ら
の
拠
出
等
に
よ

り
10
兆
円
規
模
と
す
る
と
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
世
界
に
比

肩
す
る
研
究
大
学
の
施
設
整
備
や

若
手
研
究
者
の
育
成
を
進
め
る
と

し
て
お
り
、
前
者
を
目
的
と
す
る

支
援
は
一
定
の
大
学
に
限
定
さ
れ

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
後
者

を
目
的
と
す
る
支
援
は
で
き
る
だ

け
幅
広
く
支
援
を
し
た
い
と
の
説

明
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
博
士
課
程
学
生
の
研
究

環
境
や
生
活
を
支
援
す
る
「
創
発

的
若
手
挑
戦
事
業
」「
大
学
フ
ェ
ロ

ー
シ
ッ
プ
創
設
事
業
」
が
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
。

　　

こ
の
間
「
戦
略
的
経
営
実
現
検

　

非
常
勤
職
員
（
事
務
系
・
技

術
系
）
労
働
条
件
調
査
を
「
２

０
２
０
年
秋
・
冬
季
合
同
地
区

別
単
組
代
表
者
会
議
」
の
資
料

(

組
合
員
限
定)

と
し
て
配
布
し

ま
し
た
。
38
大
学
６
高
専
か
ら

回
答
を
頂
い
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
は
、
２
０
２
０

年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
パ
ー
ト

タ
イ
ム
・
有
期
雇
用
労
働
法
に

よ
る
、
① 

同
一
労
働
同
一
賃
金

へ
の
対
応
状
況
と 

② 

２
０
２

０
年
４
月
後
の
労
働
条
件
に
つ

い
て
の
調
査
も
行
い
ま
し
た
。

①
同
一
労
働
同
一
賃
金
へ
の

対
応
状
況
に
つ
い
て
は
、
何

も
な
か
っ
た
と
の
回
答
が
約

55
％
と
な
り
ま
し
た
。

②
２
０
２
０
年
４
月
以
降
の

労
働
条
件
に
つ
い
て
、
労
働

条
件
が
変
わ
っ
た
大
学
は
20

大
学
あ
り
、
主
に
改
善
さ
れ

た
労
働
条
件
は
、
特
別
休
暇

（
病
気
、
看
護
、
介
護
等
）
の

有
給
化
で
し
た
。

　

さ
ら
に
、
期
末
手
当
等
の

支
給
が
４
大
学
な
ど
で
始
ま

り
、
来
年
度
か
ら
１
大
学
で

の
支
給
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
扶
養
手
当
・
住

居
手
当
の
支
給
、
職
務
専
念

義
務
免
除
規
定
に
「
勤
務
時

間
内
に
総
合
的
な
健
康
診
査

を
受
け
る
こ
と
を
承
認
さ
れ

た
期
間
」
の
追
加
、
雇
用
さ

れ
た
日
か
ら
６
月
を
経
過
す

る
前
に
私
事
都
合
等
で
休
ん

だ
場
合
、
こ
れ
ま
で
の
「
欠

勤
」
扱
い
か
ら
「
６
か
月
後

に
付
与
さ
れ
る
年
休
を
先
取

り
し
て
使
用
可
能
」
な
ど
の

改
善
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

通
勤
手
当
の
不
支
給
は
１

大
学(

パ
ー
ト
職
員)

の
み
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
災
害
に
よ
る
現
住

居
の
滅
失
等
に
伴
う
休
暇（
７

日
の
範
囲
内
）、
子
の
保
育
休

暇
（
授
乳
等
）、
骨
髄
移
植
の

ド
ナ
ー
休
暇
新
設
（
有
給
）、

配
偶
者
出
産
休
暇
、
夫
の
育

児
参
加
休
暇
、
父
母
の
追
悼

行
事
な
ど
の
新
設
も
あ
り
ま

し
た
。

　

以
上
、
今
年
度
新
た
に
加
え

た
調
査
項
目
の
概
要
を
記
し
ま

し
た
が
、
詳
細
は
全
大
教
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
各
単
組
で
分
析
し
て

い
た
だ
き
、
交
渉
等
に
活
用
く

だ
さ
い
。

　

２
０
２
１
年
度
も
引
き
続
き

労
働
条
件
調
査
を
実
施
し
ま

す
。
こ
の
調
査
は
各
大
学
・
高

専
の
労
働
条
件
お
よ
び
賃
金
の

実
態
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、

労
働
環
境
を
改
善
す
る
た
め
の

重
要
な
調
査
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
（
全
大
教
非
常
勤
職
員
部
）

討
会
議
」
で
大
学
改
革
に
関
す

る
議
論
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ

れ
を
受
け
て
、
中
期
目
標
・
計

画
の
見
直
し
や
評
価
の
見
直

し
、
学
長
選
考
会
議
の
見
直
し

に
関
す
る
法
改
正
を
検
討
し
て

い
る
と
の
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
文
部
科
学
省
か
ら
大
学

へ
の
出
向
人
事
に
つ
い
て
は
、

各
大
学
の
要
請
に
応
じ
て
行
っ

て
い
る
こ
と
、
見
直
し
に
つ
い

て
検
討
し
た
「
柴
山
プ
ラ
ン
」

に
基
づ
い
て
対
応
し
て
い
る
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

※
詳
細
は
単
組
へ
送
付
す
る
会

見
報
告
通
知
を
参
照
下
さ
い
。

            （
書
記
長　

永
井 

信
）

　

全
大
教
中
央
執
行
委
員
会

は
、
大
学
入
試
に
関
し
て
、
12

月
23
日
と
１
月
８
日
に
大
学
入

試
セ
ン
タ
ー
へ
要
望
書
を
提
出

す
る
と
と
も
に
、
１
月
８
日
に

文
部
科
学
省
へ
要
請
を
行
い
ま

し
た
。

　

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
へ
の
要

望
書
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
が
続
く
な
か

で
の
大
学
入
試
の
実
施
に
あ
た

り
、
受
験
生
お
よ
び
試
験
従
事

者
の
感
染
防
止
対
策
の
徹
底
と

公
平
な
試
験
実
施
に
む
け
た
適

切
な
対
応
を
要
望
し
ま
し
た
。

　

文
部
科
学
省
へ
の
要
請
で

は
、
各
大
学
の
準
備
状
況
や
困

っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
た
上
で
、

全
大
教
か
ら
大
学
入
試
セ
ン
タ

ー
へ
行
っ
た
要
望
内
容
も
ふ
ま

え
、
各
大
学
や
他
省
庁
と
も
連

携
し
て
対
策
を
講
じ
る
と
と
も

に
、
各
大
学
で
充
分
な
対
応
が

で
き
る
よ
う
必
要
な
予
算
措
置

を
行
う
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

　
　

      （
書
記
長　

永
井 

信
）

︻
新
型
コ
ロ
ナ
関
連
︼

︻
学
⽣
⽀
援
︼

︻
若
⼿
研
究
者
⽀
援
・

           
研
究
⼒
強
化
関
連
︼

︻
⼤
学
改
⾰
関
連
︼


